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新型コロナウイルス感染症対策として、あらかじめ 

玄関先等を指定して荷物を集配する「置き配」サービス 

の利用が広がる中、荷物を狙った窃盗被害の発生が懸念 

されます。 

 

・配達済みの荷物が目立たない場所を「置き配」場所に指定しま 

しょう。 

・配達時間を確認し、長時間荷物を放置しないようにしましょう。 

・配達完了通知を受けたら、すぐに荷物を回収しましょう。 

 

新型コロナウイルス感染症に関連した不審電話 

が相次いで確認されています。 

 

・親族を名乗り「コロナの関係で銀行の閉鎖が始まるか 

ら、お金は、おろして、家に置いておいたほうがよい。」 

・病院関係者を名乗り「息子さんがコロナで入院したので 

連絡した。」 

・助成金補助サポートセンターを名乗り「コロナの関係で新制度ができた。」 

・金融機関職員を名乗り「還付金があるが、コロナの影響で窓口での手続き 

ができない。ＡＴＭに行ってほしい。」 

・接種関係者を名乗り「優先的にワクチン接種ができる。 後日返還するの 

で、まず、１０万円を振り込んでください。」 

 

様々な悪質商法の発生が懸念されます。 

ご注意ください。 

 

・高額なマスクや消毒液を売りつける訪問販売 

・新薬ワクチンの開発企業への投資を勧誘する利殖勧誘 

・新型コロナウイルス感染症への効果をうたった未承認の医薬品販売 



 

 

ながらスマホはやめましょう！  

自動車や自転車の運転中のスマートフォンの使用（ながらスマホ）は、 

周囲への注意力が低下し大変危険です。  

通常、ドライバーは、スマホの画面を２秒以上見ると、危険を感じ、画

面を見るのを一旦は止めるそうですが、この２秒間に自動車が進む距離

は、時速６０キロでは、３３．３メートル、時速４０キロでも２２．２メ

ートルです。  

この距離内に、道路を横断する歩行者や渋滞  

で停止した車両が出現すれば、ノーブレーキで  

衝突し、大きな事故となる可能性があります。  

また、法令では、車両運転時の携帯電話・  

スマートフォンの使用に対して罰則を設けてい  

ます。自動車・自転車運転中のながらスマホは  

絶対にやめてください。  

 

 

歩きスマホは大変危険です！  

歩きながら、スマホでゲームやメールなどの画面操作をする行為（歩

きスマホ）は、周りの人にも自分にとっても危険です。  

歩行中に小さな画面ばかり見ていると、周りの方への気配りを忘れが

ちです。道路は、お年寄りや身体の不自由な方、ベビーカーを押してい

るお母さんなど、たくさんの方が歩いていますから、ぶつかってケガを

させてしまうかもしれません。  

一方、ご自身も「ひったくり」や「ちかん」の被害  

に遭いやすくなるほか、穴に落ちたり、階段を転げ落  

ちたりしますし、特にイヤホンを使用していると、周  

囲の環境が把握しづらくなるため、線路内に立ち入り、  

電車の接近にも気付かなかったという事例もあります。  

また、歩きスマホをしている人に、ワザとぶつかり、  

因縁をつけ金品を要求する「スマホ当たり屋」の存在  

も報道されています。歩きスマホには様々な危険性が  

あります。絶対にやめましょう。  

 

〈連絡先〉 

（１） 茂原市防犯ボックス【茂原ショッピングプラザアスモＡＴＭコーナー】 

℡０４７５－２３－８１７１ （毎日１２：００～２０：００）  

（２） 茂原市役所 市民部 生活課  

   ℡０４７５－２０－１５０５ （月～金８：３０～１７：１５） 


